フランス語と日本語のリズム

---カナ表記されたフランス語に見るその一側面
神山 剛樹
　本発表では、日本語を母語とするフランス語学習者の音声習得を考える上で、音声習得一般においてより習得過程を明示するのが困難である超分節的要素を取り上げ、なかでもフランス語と日本語のリズムの類似点と相違点を検討し、日本語母語話者にとってフランス語のリズムはどのように知覚され、発話においてどのように実現されるかを研究する足がかりとした。

　具体的には、まず日本語とフランス語のリズムについて、先行研究の概観を行った。そのなかで、Pikeの言及以来、伝統的になされてきた"stress-timed"と"syllable-timed"の分類の枠内ではいずれも後者に属する両言語の異同点をあげた。音素配列と音節構造については、日本語では撥音、促音を含む音節を除いて全て、フランス語では75%程度、と差はあるものの、いずれも開音節を好む傾向がみられる。しかしアクセントについては、両言語において母語話者に意識されにくいという共通性がある一方で、大きな相違点が見られる。日本語（東京方言）では、ピッチ下降を示すアクセント核が語ごとに割り当てられているのに対し、フランス語では語ごとのアクセントは存在せず、発話末の音節に伸張が見られるという形でアクセントが実現する。

　この点は、日本語母語話者のフランス語発話においてリズムグループ末の母音に十分な長さが与えられない場合には聴き取りにくいという指摘と重なる。しかし、日本語では発話末でも短母音と長母音の対立があり、知覚の面ではフランス語でアクセントのある音節を長いものとして聴き取るという可能性が考えられる。そこで、ここでは、現在に比して綴り字よりも原音の影響が大きいのではないかと思われる、明治時代の日本語小説に現れたフランス語からの外来語の表記を調べてみた。その結果、主に単語単位のデータではあるが、現在では短母音として表記されるのが普通である例を含め、語末での長音表記が多くみられた。このことは、日本語母語話者にとって、フランス語のアクセントは知覚できる可能性があることを示唆しており、音声習得の指導に役立てる手がかりとなるかも知れない。
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